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天平時代に集中して制作されたわが国特有の仏像技法でありながら、詳細が未だ未解明の「木心乾漆技法」
について、その心木構造に着目をした白澤陽治の本研究は、先行研究から数十年を経て、ようやく新たな展
開を見せた注目すべきものである。従来、木心乾漆像の心木について、「粗く」とか「おおまかに」などと形
容されていたその形状と構造について、先行研究と新たな知見などを参照しながら模刻制作および研究を進
め、制作上の緻密な計算と明晰な計画性があったことを論証している。 
本研究では、東京藝術大学大学美術館所蔵月光菩薩半跏像（以下、藝大像）および東京国立博物館所蔵日
光菩薩半跏像（以下、東博像）を模刻研究することから着手し、心木の構造技法の解明と塑形材の実証的研
究とを合わせて行った。その結果、本来一具の脇侍像であった両像の心木構造が極めて正確な対称的造形を
成しており、また３Ｄ計測によって得られた形状を比較することによって、心木の上に施された乾漆造形が
極似していることを突き止め、両像が鏡像であることの必然性を踏まえた上での造形であった可能性を論証
している。 
また両像と同時代に制作されたと思われる聖林寺十一面観音立像（以下、聖林寺像）についても、熟覧お
よび３Ｄ計測を行った。その上で、聖林寺像の木心部分を縮尺模型で再現し、体幹部に施された腹部から背
面を貫く独特の内刳の様子や、体幹部の膝部分から蓮台を貫通し框に至る長い足枘についても考察を加えた。
その結果、腹部から大きく穿った内刳については、構造材としての強度を保持しつつ、干割れを最大限に防
止するための工夫ととらえ、実作者の立場から、極めて明瞭な計画性があったことを指摘している。また框
から膝上まで伸びる長い足枘は、構造上の強化を考慮しただけでなく、蓮台上に立つ人体の構造を意識した
結果であるという指摘は、独創的なものといえる。 
木心乾漆像の心木は、完成像を明確に見据えた計画性をもって制作されていることを、実制作といくつか
の作例を比較検討することで証明した本研究は、しばらく停滞を見せていた天平時代木心乾漆像の制作技法
についての新しい知見と、脇侍像が単に形状的に似せただけでなく、鏡像としての正確性を持たせなければ
ならなかった宗教上の明確な意図を指摘したことは高く評価すべき内容といえ、文化財学分野における博士
号授与に充分な要件を満たした制作と研究であると判断した。 
